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（（（（付属書付属書付属書付属書 BBBB））））    製品使用権製品使用権製品使用権製品使用権         以下に定める製品使用権は、すべての許諾製品に適用されるものとする。 1. ライセンスタイプと定義 1.1 アクティブ バックアップ ライセンス。 乙のプロダクション システムが緊急事態のため稼動を停止した場合、乙は直ちにフェイルオーバー知るために作動中（またはホット）のバックアップ システムに許諾製品をインストールし、稼動することが許される。   1.2 アプリケーションライセンス。アプリケーション ライセンスは、単一サーバー、またはマルチサーバー環境に製品の単一インスタンスをインストールすることを許可するライセンスであり、その製品の NUL を有するユーザーが当該製品にアクセスし使用することを認めるものである。各アプリケーションライセンスは、単一の導入環境が割り当てられ、異なる導入環境間で共有することはできない。NUL は、 Business Objects Planning Applications、Finance Applications、Extended Analytic Applications、Export to Database または Bulk Data Loader にアクセスする各個人ユーザー毎に取得されなければならない。 1.3 コンカレント アクセス ライセンス（「CAL」）。製品がコンカレント アクセスベースにてライセンスされる場合、同時に製品にアクセスできるエンドユーザーの総計は、乙が取得した CAL の数を超えないものとする。CAL は、特定の導入環境に割り当てられ、異なる導入環境間では共用されない。CAL を使用する場合、乙はレポート生成機能をキャッシュまたは待ち行列処理するためにプログラムやシステムを利用してはならない。 1.4 定義。「導入環境」とは、Repository、 Security Domain、 Central Management Server（『CMS』）、CMS Cluster、Planning.LIC.のうちのいずれか１つの製品モジュールの１回の設置（single installation）をいう。「プロジェクト」とは、（a）同じか、実質的に同じレポートを作成するか、（b）同じか、実質的に同様なカスタム アプリケーション インターフェイスを使用するか、または（c）関連するモジュールまたはコンポーネントからなるアプリケーションに使用される、一つまたは二つ以上の導入環境をいう。 1.5 ディベロップメントまたはテスト ライセンス。乙がディベロップメントまたはテスト ライセンスを受領した場合、乙は取得したライセンスの種類と数を開発またはテストするためだけに使用できる。ディベロップメントまたはテスト ライセンスは、プロダクション環境（本番業務利用環境）の下での使用もしくは同環境への移転はできない。 1.6 評価ライセンス/非再販ライセンス。評価ライセンス/非再販ライセンスは、一時キーコードによって有効化され、製品の包装、注文または発送に関する書類に定められたライセンスの種類、数および期間についてのみ使用することができるものとする。当該期間が満了した場合、乙が永久ライセンスを取得しない限り、その評価ライセンス／非再販ライセンスは機能しない。また、注文や発送に関する書類において特別のプロジェクトが指定されている場合には、製品はかかるプロジェクトのためにのみ使用できるものとする。評価ライセンス/非再販ライセンスは、評価目的のためにのみ使用されるものとし、プロダクション（本番業務利用）目的のために使用してはならないものとする。本契約の他の条項の規定にかかわらず、評価ライセンス/非再販ライセンスのもとに提供された製品は、明示、黙示を問わず如何なる保証も付かずに「現状」のままで提供されるものとする。甲は乙に対する書面の通知により何時でも評価ライセンス/非再販ライセンスの使用を終了させることができるものとする。 1.7 指定ユーザー ライセンス（「NUL」）。許諾製品（「製品」）が指定ユーザー ベースにてライセンスされる場合、それぞれの個人のエンドユーザーは、NUL の唯一の保有者として特定されていなければならない。二人以上の者で NUL を共有することはできないものとする。さらに、オリジナル エンドユーザーが製品を利用する必要がなくなり、かつ利用することが出来ない状態にならない限り、NUL は個人から他の個人へ移転することはできない。BusinessObjects Planning Applications（Incentive Compensation Management は除く）の NUL は、複数の Planning Application と使用することができる。さらに、Business Objects Profit Application の NUL は、複数の Profit Application（Metify ABM は除く）と使用できる。 1.8 プロセッサ または CPU ライセンス。製品がプロセッサまたは CPU ベースにてライセンスされる場合、（Crystal Enterprise については、Web Connector、SDK、レポート公開ウィザード、レポート ビューアを除く）製品コンポーネントを作動させる CPU（「プロセッサ」）の総計は、ライセンスされたプロセッサの数を超えないものとする。N 個のプロセッサを含む複数のコア プロセッサは、次のとおりカウントするものとする。１個めのプロセッサ コアは、１プロセッサまたは CPU とカウントし、追加の各プロセッサ コアは、0.5 プロセッサまたは CPU とカウントする。 1.9 プロモーショナル ライセンス（または特別提供ライセンス）。乙がスペシャル オファーとして、もしくは、プロモーション ライセンス（「プロモーショナル ライセンス」）として製品を受領した場合、乙は、プロモーショナル ライセンスを新しい導入環境以外では使用できない。プロモーショナル ライセンスは、既存の導入環境もしくはプロジェクトに追加されたり、これらと一緒に使用されたりしてはならない。 1.10 リストリクテッド ライセンス。乙が、第三者の製品（OEM アプリケーション）と組み合わせて、または第三者の製品と一
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緒に使用されるために、提供された製品を取得したときは、乙はリストリクテッド ライセンスを取得したものとする。乙は、製品の各ライセンスされたコピーをそれとともに提供された OEM アプリケーションについてのみ使用することができる。当該 OEM アプリケーションによって特に作成されまたは使用された以外のデータにアクセスすることは、ライセンス違反とされる。当該 OEM アプリケーションがデータマートまたはデータウエアハウスの使用を必要とするときは、製品は、当該 OEM アプリケーションによって作成されまたはプロセスされたデータにアクセスするためにのみデータマートまたはデータウエアハウスと共に使用することができる。乙がプランニング アプリケーションと組み合わせてCrystal Xcelsius を取得した場合、乙は、Cryastal Xcelsius についてのリストリクテッド ライセンスを取得したものとする。この場合、乙は、当該プランニング アプリケーションとともに使用する場合にのみ Cryastal Xcelsius を使用することができ、当該プランニング アプリケーションによって特に作成されまたは使用された以外のデータにアクセスすることは、ライセンス違反とされる。同じ導入環境においてリストリクテッド ライセンスはリスクリクテッド ライセンスではない他のライセンスと結合できないものとする。 1.11 サーバー ライセンス（データ統合製品に限る）。製品がサーバー ベースにてライセンスされる場合、製品は４個以内のプロセッサ、または、甲が承諾した Order Schedule か Purchase Order にて規定されたそれ以外の数のプロセッサを有する単一のコンピュータにロードすることができる。 1.12 サブスクリプション ライセンス。製品がサブスクリプションベースにてライセンスされる場合、乙は、非排他的且つ譲渡不可の製品ライセンスが 12 ヶ月間授与される。その更新は、1 年ごとに甲の現行レート、あるいは、甲が許諾したOrder Schedule か Purchase Order にて規定された条件に基づいて行うことができる。 1.13 アップデート ライセンス。乙が従前にライセンスを取得した製品に対するアップデートとして製品を受領した場合、乙の製品を使用するライセンスは、乙が従前の製品で取得したライセンスの総数に限定される。乙が製品と従前の製品を同時に使用することを選択した場合、製品と従前の製品にアクセスするために使用されるライセンスの総数は、乙が従前の製品で取得したライセンスの総数を超えないものとする。 
 


